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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
28
年
の
新
春
を
穏

や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
に
対
し
ま
し
て
の
格
別
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
越
前
町
合
併
10
周
年
に
あ
た
り
記

念
式
典
を
挙
行
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
と
と

も
に
、
10
年
の
歩
み
を
振
り
か
え
り
、
喜
び
を

わ
か
ち
あ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
合
併
後
の
越

前
町
を
お
導
き
い
た
だ
い
た
先
輩
の
方
々
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と

越
前
町
を
未
来
の
町
民
に
誇
り
を
も
っ
て
引
き

継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
お

誓
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
年
を
迎
え
、
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
０
１
５
年
は
、

社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
町
で
は
、
町

の
子
育
て
支
援
計
画
の
策
定
に
、
子
育
て
の
当

事
者
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
聞
く
た
め
、
越
前

町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
け
、
支
援
内
容

の
充
実
と
子
育
て
す
る
ご
家
庭
を
力
強
く
支
え

る
体
制
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誰
も

が
、「
越
前
町
で
子
育
て
し
た
い
。」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
力
を
注
い
で
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
清
々
し
く

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、　

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
4
月

に
議
長
に
就
任
し
、
以
来
、
町
民
の
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
、
全
力
で
議
会
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
至

ら
ぬ
点
も
多
く
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。
今
年

も
議
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
町
民
の
負
託
に

こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
旧
に
倍
し
て
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
戦
後
七
十
年
の
節
目
を
迎

え
、
国
政
で
は
、
安
全
保
障
関
連
法
案
の
成
立

や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
大
筋
合
意
、
選
挙
権
年
齢

の
引
き
下
げ
な
ど
、
ま
さ
に
国
の
政
治
、
経
済

の
仕
組
み
を
大
き
く
変
え
る
歴
史
的
な
転
機
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
急
減
・
超
高

齢
化
と
い
う
我
が
国
が
直
面
す
る
最
大
の
課
題

に
対
し
、
国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
持
続
的

な
社
会
の
創
生
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す
る
年

　

2
年
前
、
町
内
の
空
き
家
実
態
調
査
を
行
い
、

町
内
に
６
６
１
棟
の
空
き
家
を
確
認
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
は
、
そ
の
空
き
家
の
有
効
利
用
と

し
て
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
2
件
の
売
買
が
成
立
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
会
等
か
ら
自
然
豊
か
な
農
山
漁
村

へ
移
り
住
む
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
々
を
誘
致

す
る
た
め
、
町
内
の
空
き
家
を
紹
介
す
る
ほ
か
、

昨
年
は
越
前
地
区
の
海
に
近
い
空
き
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
「
移
住
と
二
地
域
居
住
体
験
施
設

モ
ハ
ー
ジ
ュ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
8
件
の
方
々

に
60
日
間
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
内

陸
部
に
も
同
様
の
体
験
施
設
を
設
置
し
、
都
会

か
ら
越
前
町
へ
の
人
の
流
れ
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
で
は
、
越
前
町
観
光
連
盟
が
（
一
般
社

団
）
法
人
化
さ
れ
、
旅
行
業
登
録
も
済
ま
せ
、

越
前
町
の
観
光
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
4
月
か

ら
着
地
型
観
光
案
内
を
は
じ
め
ま
し
た
。
前
年

度
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
「
道
の
駅
越
前
」
は

順
調
に
来
場
者
数
を
伸
ば
し
て
お
り
、
越
前
海

岸
か
ら
内
陸
部
の
見
ど
こ
ろ
へ
、
学
び
・
体
験
・

味
わ
い
等
の
観
光
に
よ
る
新
た
な
人
の
流
れ
を

創
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
越
前
二
の
宮
劔
神
社
の
国
宝
「
梵

鐘
」
が
町
に
寄
託
さ
れ
、
町
立
織
田
文
化
歴
史

館
で
常
設
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
梵
鐘
に
ま
つ

わ
る
古
代
史
の
ナ
ゾ
や
戦
国
武
将
織
田
信
長
公

と
も
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
民
間
で
は
、
国
産
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
が
初
飛
行
を
果
た
し
、
更
に
は
国
産
ロ

ケ
ッ
ト
に
よ
る
初
の
商
業
衛
星
打
ち
上
げ
成
功

な
ど
、
も
の
づ
く
り
大
国
日
本
の
誇
り
を
取
り

戻
す
と
と
も
に
、
今
後
の
日
本
経
済
の
成
長
に

弾
み
を
つ
け
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
本
町
は
昨
年
2
月
に
町
村

合
併
10
周
年
を
迎
え
、
将
来
の
飛
躍
に
向
け
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
6
月
に
は

統
合
の
あ
さ
ひ
保
育
所
、
8
月
に
は
朝
日
児
童

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
手
し
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
も
、
4
地
区
統
合
の
給
食
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
で
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
合
併
時
に
作
成
さ
れ

た
新
町
建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
主
な
事
業

が
ほ
ぼ
遂
行
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
、
一
つ
の

町
と
し
て
の
か
た
ち
が
よ
う
や
く
整
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
合
併
時
の
人
口

2
万
5
千
人
を
維
持
す
る
目
標
は
、
人
口
減
少

時
代
を
迎
え
、
達
成
が
難
し
く
な
り
、
昨
年
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に
お
い
て
も
、
そ
の
数
を

大
き
く
減
ら
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
町
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
人
口
が
年
々
減
り
続
け

る
こ
と
は
誠
に
残
念
で
す
が
、
町
の
か
た
ち
が

整
い
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
腰
を
据
え
て
人
口
の
維

ゆ
か
り
の
劔
神
社
な
ど
、
越
前
町
の
歴
史
も
観

光
案
内
し
易
く
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
食
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
、
越

前
が
に
の
最
上
級
ブ
ラ
ン
ド「
極き
わ
み」と

、
鮮
度
の

よ
さ
を
売
り
に
す
る「
越
前
ガ
レ
イ
」を
新
た
な

越
前
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
出
し
ま
し
た
。
地

元
の
漁
業
や
観
光
業
の
励
み
に
な
る
よ
う
、
積

極
的
に
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
越
前
町
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
27
年

に
30
．1
％
に
達
し
て
お
り
、
近
年
、
毎
年
約

1
％
ず
つ
上
昇
し
て
い
ま
す
。
一
方
15
歳
未
満

の
全
人
口
に
対
す
る
割
合
は
12
．4
％
で
、
毎
年

約
0
．2
％
ず
つ
下
が
っ
て
き
て
お
り
、
町
の

人
口
減
少
の
抑
制
は
待
っ
た
な
し
の
状
態
に
あ

り
ま
す
。
町
は
、
人
口
の
中
長
期
的
な
将
来
展

望
「
越
前
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
人
口
減
少

の
抑
制
と
町
の
活
性
化
対
策
と
し
て
5
年
間
の

取
り
組
み
に
関
す
る
基
本
目
標
、
具
体
的
な
施

策
並
び
に
そ
の
目
標
値
を
定
め
た
「
越
前
町
総

合
戦
略
」
を
昨
年
10
月
に
策
定
し
、
そ
の
概
要

を
町
広
報
並
び
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
各
ご
家
庭

へ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、

心
の
豊
か
さ
と
日
々
の
暮
ら
し
に
喜
び
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
町
民

の
皆
様
と
協
働
し
な
が
ら
、
自
治
力
を
さ
ら
に

高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
と
ら
え
、

新
た
な
視
点
で
過
去
の
歴
史
に
学
び
つ
つ
、
先
人

が
幾
多
の
苦
難
の
中
か
ら
築
き
上
げ
て
き
た
地
域

の
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

持
増
加
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
25
年
度
よ
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

朝
日
南
部
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
が
決
ま
り
、

28
年
度
に
は
旧
朝
日
中
学
校
跡
地
の
住
宅
団
地

の
分
譲
も
始
ま
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
昨
年
度

整
備
し
ま
し
た
道
の
駅
「
越
前
」
は
、
今
年
の

3
月
頃
に
、
入
場
者
１
０
０
万
人
を
達
成
す
る

と
の
朗
報
も
あ
り
、
町
の
活
性
化
に
向
け
て
明

る
い
兆
し
も
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
都
会
で
は
、
ふ
る
さ
と

志
向
の
高
ま
り
か
ら
、
20
代
〜
40
代
の
子
育
て

世
代
を
中
心
に
、
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
を
希
望
す

る
都
市
住
民
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
、
新
し
い
年
に
は
、

若
い
世
代
が
自
ら
の
希
望
に
添
っ
て
、
本
町
で

生
活
し
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
環

境
の
整
備
と
、
人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
の

効
果
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
町
理
事
者

と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
進
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



　

11
月
14
日
・
15
日
、
滋
賀
県
立
伊
吹
運
動
場

で
、
第
38
回
西
日
本
中
学
生
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
越
前
町
か
ら
、
朝
日

中
学
校
男
女
各
チ
ー
ム
、
織
田
中
学
校
男
女
各

チ
ー
ム
（
女
子
は
鯖
江
中
学
校
と
の
混
合
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
全
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
す
る
な
か
、
男
女
共
に
朝
日
中
学
校

が
順
当
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

決
勝
で
、
男
子
は
島
根
県
横
田
中
学
校
と
対
戦

し
、
6
対
1
と
勝

利
、
ま
た
女
子
は

富
山
県
石
動
中
学

校
と
対
戦
し
、
2

対
0
と
い
ず
れ
も

勝
利
し
、
朝
日
中

学
校
男
女
は
昨
年

に
続
き
ア
ベ
ッ
ク

優
勝
と
い
う
快
挙

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場

で
は
11
月
20
日

に
小
学
生
の
部
が

開
か
れ
、
越
前
町

か
ら
、
朝
日
ス
ポ

少
男
女
各
チ
ー
ム
、

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
’Ｓ
男

女
各
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
で
は

　
「
越
前
町
ら
し
さ
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、

全
国
か
ら
公
募
し
た
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン

が
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
い
た
だ
い
た

作
品
の
中
か
ら
、

新
課
税
標
識
デ
ザ

イ
ン
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、
最
優

秀
賞
（
オ
リ
ジ
ナ

ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ

ン
）
１
点
と
優
秀

賞
4
点
を
選
び
ま

し
た
。

　

11
月
26
日
、
東
京
都
で
平
成
27
年
度
地
産
地

消
推
進
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
、
越
前
町

代
表
の
朝
日
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が 

文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
け
、
藤
田
法
子 

栄
養
教
諭
か

ら
内
藤
町
長
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
地
域
の
創
意
工
夫
の
あ
る
地
産

地
消
の
取
組
・
活
動
と
地
場
産
農
産
物
を
活
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

越
前
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
地
産
地
消
の
取
組

み
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
い
給
食

を
安
全
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
19
日
、
第
16
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府

県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
4

連
覇
を
達
成
し
た
福
井
県
女
子
チ
ー
ム
の
選

手
、
監
督
が
結
果
を
報
告
す
る
た
め
、
西
川
知

事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
大
会
4
連
覇
の
喜
び
を
西
川

知
事
に
報
告
し
、
3
年
後
の
福
井
国
体
に
向
け
、

「
高
校
で
さ
ら
に
成
長
し
て
、
福
井
国
体
で
も

優
勝
し
た
い
」
と
力
強
く
話
し
、
西
川
知
事
か

ら
は
「
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
選
手
】 

佐
々
木
杏
果
（
主
将
） （
朝
日
中
）

 

中
山　

穂
香
（
朝
日
中
）

 
甲
野　

万
菜
（
朝
日
中
）

 
小
林　

由
佳
（
朝
日
中
）

 
野
村　

海
月
（
朝
日
中
）

 

宮
川　

莉
奈
（
朝
日
中
）

 

上
坂　

唯
香
（
織
田
中
）

【
監
督
】 

吉
田　

能
克

原
付
バ
イ
ク
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
決
定

朝
日
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

全
日
本
中
学
生
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
福
井
県
知
事
表
敬
訪
問

第
38
回
西
日
本
小
中
学
生
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

朝
日
中
学
校
2
年
連
続
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
・
朝
日
ス
ポ
少
女
子
優
勝

朝
日
ス
ポ
少
が
準
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
3

位
決
定
戦
で
京
都
府
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ボ
ー
イ
ズ
に

4
対
0
で
勝
利
し
、
3
位
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
女
子
の
部
で
は
朝
日
ス
ポ
少
が
決
勝
に

進
出
、
岐
阜
県
各
務
原
オ
レ
ン
ジ
と
対
戦
し
、

2
対
1
と
接
戦
を
勝
利
し
、
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

　

3
月
末
に
大
阪
で
開
か
れ
る
春
の
西
日
本
大

会
で
も
活
躍
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
24
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
で
朝
日

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
に
よ
る
区
長
・
区
自
主
防
災
関

係
者
、
民
生
児
童
委
員
、
福
祉
推
進
委
員
、
福
寿
会
長
、
老
人
家

庭
相
談
員
を
対
象
と
し
た
、
み
だ
し
の
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

安
全
安
心
部
会
の
正
副
部
会
長
に
よ
る
防
災
、
見
守
り
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
説
明
や
「
栃
川
区
の
自
主
防
災
組
織
」、「
朝
日
区
の
見
守

り
」
に
つ
い
て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
防
災
と
見
守
り
を
表
裏
一
体
と
し
て
捉
え
、
関

係
機
関
と
区
の
公
民
館
に
出
向
き
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〜
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜

「
自
主
防
災
組
織
設
立
等
マ
ニ
ュ
ア
ル
」・「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
す
す
め
方
」
説
明
会

▲アベック優勝した朝日中学校のみなさん

▲優勝した女子朝日スポ少と3位入賞の男子朝日スポ少のみなさん

▲練りきりづくりに挑戦する子どもたち

▲最優秀賞（プレートデザイン採用作品）

　

12
月
12
日
・
13
日
、陽
光
館
で
宿
泊
研
修
「
わ

く
わ
く
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
開
か
れ
、
町

内
小
学
4
・
5
・
6
年
生
56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
和
菓
子
作
り

に
挑
戦
。
和
菓
子
屋
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
水

仙
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
練
り
き
り
を
作
り

ま
し
た
。
和
菓
子
作
り
の
後
は
、
2
班
に
分
か

れ
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
と
木
製
プ
レ
ー
ト
を
作

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
光
る
作
品
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
夕
食
後
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
体
育
館
に
て

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
か
れ
、
町
内

小
学
1
〜
6
年
生
約
60
人
が
参
加
し
、
ペ
タ
ン

ク
と
割
り
ば
し
ダ
ー
ツ
や
紙
飛
行
機
と
ば
し

な
ど
の
記
録
に
挑
戦
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン

越
前
町
子
ど
も
会
「
わ
く
わ
く
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
」「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

両
日
共
に
、
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

が
進
行
や
審
判
な
ど
を
務
め
、
会
場
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

12
月
7
日
、
東
京
都
で
第
43
回
毎
日
農
業
記

録
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、「
あ
さ
ひ
農
園
・
手

づ
く
り
み
そ
工
房
」
代
表
の
寺
坂
律
子
さ
ん
の

作
品
「
お
い
し
く
笑
っ
て
健
康
で
〜
地
域
の
中

で
地
域
と
共
に
生
き
る
〜
」
が
一
般
部
門
の
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
農
や
食
、
環
境
へ
の
関
心
を
高
め

る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
携
わ
る
人
た
ち
、
こ
れ

か
ら
携
わ
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
を
応
援
す
る

賞
で
、
目
標
を
掲
げ
夫
婦
二
人
三
脚
で
農
業
に

取
り
組
む
寺
坂
さ
ん
の
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

内
藤
町
長
に
授
賞
の
報
告
に
来
ら
れ
た
寺

坂
さ
ん
ご
夫
妻
は
、「
今
後
は
受
賞
を
バ
ネ
に

あ
さ
ひ
愛
農
園
・
手
作
り
み
そ
工
房　

毎
日
農
業
記
録
賞
優
秀
賞
を
受
賞

家
族
一
丸
で
農
園
経
営
に
挑
ん
で
行
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞 

立た
て

志し　

哲て
つ

洋ひ
ろ

さ
ん（
東
京
都
在
住
）

優
秀
賞 

居い

関せ
き　

孝た
か

男お

さ
ん（
京
都
府
在
住
）

 

佐さ

藤と
う　

政ま
さ

信の
ぶ

さ
ん（
新
潟
県
在
住
）

 

北き
た

野の　

公こ
う

一い
ち

さ
ん
（
和
歌
山
県
在
住
）

 

塩し
お

﨑ざ
き　

榮え
い

一い
ち

さ
ん（
大
阪
府
在
住
）

　

こ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
原
付
バ
イ
ク

（
１
２
５
㏄
以
下
）、
ミ
ニ
カ
ー
、
小
型
特
殊
車

両
用
で
、
4
月
1
日
か
ら
交
付
し
ま
す
。
詳
し

い
手
続
き
な
ど
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
3

月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 4平成28年１月号広報 えちぜん5 平成28年１月号



　

第
四
十
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
応
募
総
数
92
点

の
作
品
の
中
か
ら
、
写
真
部
門
で
は
高
橋
正
治

さ
ん（
越
前
町
）
の「
フ
ィ
ナ
ー
レ
」
が
、
ポ
ス

タ
ー
部
門
で
は
小
林
利
秋
さ
ん（
福
井
市
）の「
夏

の
夜
」が
越
前
町
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。

《
写
真
部
門
》　
（
敬
称
略
）

【
推
薦
】

　

越
前
町
長
賞 

高
橋　

正
治
（
越
前
町
）

【
特
選
】

　

あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞

 

増
田　

松
則
（
福
井
市
）

　

越
前
町
商
工
会
長
賞

 

中
西　

俊
夫
（
大
野
市
）

　
（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

 

堀
川　

恭
司
（
福
井
市
）

　

福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
長
賞

 

前
田　

繁
雄
（
福
井
市
）

　

福
井
新
聞
社
賞 

郡
谷　

正
喜
（
福
井
市
）

【
入
選
】 

萩
原　

盛
衛
（
鯖
江
市
）

《
ポ
ス
タ
ー
部
門
》　
（
敬
称
略
）

【
推
薦
】

　

越
前
町
長
賞 

小
林　

利
秋
（
福
井
市
）

【
特
選
】

　

あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
長
賞

 

増
田　

松
則
（
福
井
市
）

　

越
前
町
商
工
会
長
賞

 

坂
井　

敬
治
（
福
井
市
）

「
第
四
十
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

　
（
一
社
）
越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

 

室
田　
　

昇
（
鯖
江
市
）

　

福
井
県
カ
メ
ラ
商
組
合
長
賞

 

堀
川
あ
け
み
（
福
井
市
）

　

福
井
新
聞
社
賞 

前
田　

繁
雄
（
福
井
市
）

【
入
選
】 

前
田
由
加
里
（
福
井
市
）▲写真部門「フィナーレ」

紙芝居「ぼくのきもち　きみのきもち」に見入る子どもたち

▲ポスター部門「夏の夜」

　

11
月
22
日
、
泰
澄
の
杜
す
ぱ
ー
く
朝
日

で
、
第
11
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
争
奪
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
か
ら
11
チ
ー

ム
、
60
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発

揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

朝
日
（
朝
日
地
区
）

準
優
勝　

フ
レ
ッ
シ
ュ
（
朝
日
地
区
）

第
3
位　

織
田
ク
ラ
ブ
（
織
田
地
区
）

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優勝した朝日のみなさん

　

12
月
10
日
、「
越
前
町
に
対
す
る
想
い
」
を

テ
ー
マ
に
「
越
前
町
ふ
る
さ
と
未
来
会
議
」
が

開
か
れ
、
内
藤
町
長
と
地
元
の
丹
生
高
校
の
2

年
生
15
人
が
、
将
来
の
夢
に
つ
い
て
、
住
み
た

い
町
に
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い

う
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
生
徒
の
約
半
数
が
将

来
、
越
前
町
に
い
る
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
住

み
た
い
町
に
す
る
た
め
に
、
交
通
の
便
を
良
く

し
て
欲
し
い
、
越
前
町
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
欲

し
い
、
若
者
が
来
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ほ

し
い
な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

　

今
後
、町
で
は
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
、

若
者
の
定
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
政
策
に
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

越
前
町
ふ
る
さ
と
未
来
会
議  

〜
丹
生
高
校
2
年
生
編
〜

《越前町長賞受賞作品》

　

12
月
3
日
、
第
67
回
人
権
週
間
に
ち
な
み
、

丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員
が
朝
日
小
学
校
2
年

生
を
対
象
に
し
た
人
権
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
じ
め
っ
子
と
い
じ
め
ら

れ
っ
子
が
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
い
じ
め
の
問
題
や
相
手
を
思
い
や
る
気
持

ち
な
ど
を
考
え
る
紙
芝
居
「
ぼ
く
の
き
も
ち　

き
み
の
き
も
ち
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
員
で
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ソ
ン
グ
〜
世
界
を
し
あ
わ
せ
に
〜
を
元

気
よ
く
大
合
唱
し
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
ま
し
た
。

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
年
間
を
通
じ
て
学
校
や
合
宿
通
学
で

の
人
権
教
室
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
人
権
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

12
月
6
日
、
越
前
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会

会
場
で
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、
鯖
江
警
察
署

と
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

会
が
連
携
し
、
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

啓
発
活
動
を
通
じ
て
町
民

の
み
な
さ
ん
に
拉
致
問
題
に

対
す
る
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
一
人
ひ
と
り
が
拉
致

問
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て

考
え
、
早
期
全
面
解
決
の
実

朝
日
小
学
校
で
人
権
教
室

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
チ
ラ
シ
配
布

　

11
月
29
日
、
金
沢
市
で
行
わ
れ
た
ロ
ー
ラ
ン

ド 

ピ
ア
ノ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
５ 

北
陸
本
選
に
お
い
て
、
岩
本
智
美

さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
3
年
）
が
低
学
年
の
部
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
1
次
審
査
を
通
過
し
た
小
学
校

1
〜
6
年
生
ま
で
の
74
人
が
出
場
し
、
岩
本
さ

ん
は
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
、
3
月
5
日

に
東
京
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
北
陸
地
区

小
学
生
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
ー
ラ
ン
ド　

ピ
ア
ノ　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

　

12
月
6
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
朝
日
多
目

的
ホ
ー
ル
で
青
少
年
健
全
育
成
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
青
少
年
健
全
育
成
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
で
は
、
応
募
総
数

１
３
８
７
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
作
品

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
町
内
4
つ
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
に
よ
る
か
っ
こ
い
い
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
し
あ
わ
せ
に
な
る
心
の
育
て
方
」

と
題
し
て
岩
堀
美
雪
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
講
演

で
は
、
岩
堀

先
生
が
教
師

生
活
31
年
の

中
で
、
子
ど

も
た
ち
や
そ

青
少
年
健
全
育
成
大
会

の
保
護
者
か
ら
学
ば
れ
た
こ
と
、
先
生
が
子
ど

も
た
ち
の
「
自
己
肯
定
感
」
を
育
む
た
め
に
実

践
し
て
き
た
こ
と
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
作
曲
者
の
く
ま
ひ
げ
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー

演
奏
で
岩
堀
先
生
が
作
詞
し
た
歌
を
披
露
さ
れ
、

会
場
は
感
動
の
涙
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

【
青
少
年
健
全
育
成
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
受
賞
作
品
】

○
小
学
生
の
部

　

大
丈
夫
？　

一
言
か
け
る　

思
い
や
り

　
　
　
　

糸
生
小
学
校　

6
年　

渡
辺　

友
香

○
中
学
生
の
部

　

信
じ
合
い　

助
け
あ
っ
て
の　

友
達
だ

　
　
　
　

越
前
中
学
校　

3
年　

濵
野　

優
花

○
一
般
の
部

　

ど
う
し
た
の
？　

心
の
サ
イ
ン　

見
逃
す
な

　
　
　
　
　
　
　

朝
日
地
区　

重
山　

有
希
子▲チラシを手渡す鯖江警察署職員と人権擁護委員

▲パネル展示風景

現
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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人事行政の運営などの状況を公表します

　越前町の人事行政の透明性、公平性を図るため、地方公務員法および越前町人事行政の運営などの状況の
公表に関する条例に基づき、町職員の給与や職員数など人事行政の運営などの状況について公表します。

その他、職員手当・勤務条件・分限および懲戒処分・服務・研修・福祉・公平委員会の状況については、
町ホームページで公表していますのでご覧ください。

◎部門別職員数の状況

区　分　
　部　門

職員数（人） 対前年
増減数 主な増減理由

平成26年 平成27年

一般行政部門

議　　会 3 3 0

・組織の統廃合縮小

・派遣廃止、事務民間委託・移管

・新部署の設置

・業務の拡充

総　　務 59 55 △4

税　　務 13 11 △2

民　　生 75 71 △4

衛　　生 15 11 △4

労　　働 1 2 1

農林水産 14 14 0

商　　工 14 15 1

土　　木 18 20 2

計 212 202 △10

特別行政部門
教　　育 57 55 △2

・業務見直しによる減
計 57 55 △2

普通会計計 269 257 △12

公営企業など
会計部門

水　　道 5 5 0

・移管による職員の配置替
下 水 道 5 5 0

そ の 他 13 15 2

計 23 25 2

総　合　計 292 282 △10

※1　各年4月1日現在です。　　※2　平成26年の特別行政部門の職員数には教育長が含まれます。

◎人件費の状況（平成26年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成27.1.1現在）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

22,987人 13,635,754千円 836,234千円 2,072,925千円 15.2％

※人件費には、職員給与のほか、町長など特別職の給与、議員報酬、退職手当組合負担金、地方公務員共済組合負担金などを含みます。

◎職員の給与費の状況（平成26年度普通会計決算）

職　員　数
Ａ

給　　　　与　　　　費

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

268人 960,225千円 90,431千円 349,055千円 1,399,711千円

一人当たり給与費　Ｂ／Ａ 5,223千円

※1　職員手当には退職手当を含みません。　※2　職員数は平成26年4月1日現在の人数です。（教育長は含みません。）

◎職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 43.1歳 304,500円 366,600円

技能労務職 53.3歳 265,100円 274,989円

※1　「一般行政職」とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職などの職に該当しない職員です。
※2　「平均給料月額」とは、平成27年4月1日現在における各職種ごとの職員の平均給料月額です。
※3　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当など諸手当

の額を合計したものです。

◎職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在）

区　分
一般行政職

大学卒 高校卒

越前町 163,600円 142,100円

国 174,200円 142,100円

◎職員の期末・勤勉手当の状況（平成26年度支給割合）
区　　　分 期末手当 勤勉手当 計

 ６　月　期 1.225月 0.675月 1.90月

12　月　期 1.375月 0.825月 2.20月

計 2.60月 1.50月 4.10月

加算措置の状況 職務上の段階、職務の級等により加算措置があります。

◎特別職の給料、報酬などの状況（平成27年4月1日現在）

区　　　分 給料または
報酬月額

期末手当
（平成26年度支給割合）

町　　　長 880,000円
　　　 6 月期 1.40月
　　　12月期 1.65月
　　　　計 3.05月［加算措置：20％］

副　町　長 680,000円

教　育　長 580,000円

議　　　長 320,000円
　　　 6 月期 1.00月
　　　12月期 2.00月
　　　　計 3.00月［加算措置：15％］

副　議　長 250,000円

議　　　員 240,000円

◎職員の退職手当の状況（平成27年4月1日現在） 
区　　分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月 25.55625月

勤続25年 29.145月 34.5825月

勤続35年 41.325月 49.590月

最高限度額 49.590月 49.590月

問合せ先　総務課　☎34‒8700

広報 えちぜん 8平成28年１月号
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制 度 名 商工業育成資金利子補給制度 創業支援対策事業利子補給制度 中小企業退職金共済制度
加入促進補助制度

対 象 者

1 町内で同一事業を1年以上経営して
いること

2 町内の商工会員、越前焼工業協同組
合および準組合員であること

3 申請時において納期到来した町税を
完納していること

4 町の健全な発展に貢献していると認
められること

1 資本金若しくは出資金3,000万円以下または
従業員が100人以下の会社および個人

2 町内の商工会員で、国、県および公庫などの
制度資金または金融機関の融資を受けている
人で商工会の審査を得たもの

3 町内に本社または本店を有するもの
4 申請時において納期到来した町税を完納して
いること

町内に事業所を有する中小企
業者で雇用する従業員につい
て、「中小企業退職金共済制度」
に新たに加入し、契約の日の
属する月から起算して12カ月
分の掛金を納入した人

対象となる
制 度 資 金

福井県制度資金
日本政策金融公庫貸付
福井県商工貯蓄共済制度資金

1 店舗または工場の新設および運転資金、設備
資金

2 新規部門の導入を行う店舗または工場の増築
または改築および運転資金、設備資金

利子補給額
または

補給金の額

借入金額の0.3%以内
（一事業者の利子補給対象借入限度額
は1,000万円まで）

融資を受けた資金に対する支払利子額の1/2以内
●新規事業： 借入限度額3,000万円、
 利子補給限度率4%　3年間
●新 部 門： 借入限度額1,000万円、
 利子補給限度額3%　2年間

契約締結時の共済掛金月額の
12カ月分の20%

申 請 書
提 出 先

商工会員…越前町商工会
越前焼工業協同組合員、準組合員
……………………越前焼工業協同組合

越前町商工会 越前町商工観光課

提 出 期 限 1 月 8日（金） 1月 8日（金） 1月22日（金）

補正前予算額 補　正　額 補正後予算額

一般会計 139億4,718万9千円 5,177万9千円 139億9,896万8千円

特別会計 69億2,665万円 2億2,272万8千円 71億4,937万8千円

合　　計 208億7,383万9千円 2億7,450万7千円 211億4,834万6千円

※なお、事業会計は、上水道事業会計で上水道使用料が増額したため、一般会計からの負担金を410万円減額し
ています。

　（予算規模は変わりません。）

　

こ
の
制
度
は
、
生
計
を
一
に
し
て
い
た
父
、

母
ま
た
は
未
成
年
後
見
人
を
交
通
災
害
等
※
で

失
っ
た
児
童
が
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
入
学

時
に
支
度
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
支
度
金

は
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
ま
た
は
、

町
民
税
の
所
得
割
が
か
か
っ
て
い
な
い
世
帯

の
保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
す
る
人
は
、
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書
に

記
入
の
う
え
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
謄
本
、
世

福
井
県
交
通
災
害
等
遺
児
就
学
支
度
金
の
ご
案
内

帯
全
員
の
所
得
証
明
書
お
よ
び
通
帳
の
コ
ピ
ー

を
添
付
し
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
交
通
災
害
等
と
は
？

交
通
災
害
、労
働
災
害
、地
震
・
水
害
等
の
天
災
、病
死
な
ど

支
度
金
の
額
（
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

小
学
校
入
学　

４
０
，０
０
０
円

　

中
学
校
入
学　

４
５
，０
０
０
円

提
出
期
限　

2
月
1
日
㈪

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

平
成
30
年
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」（
全

国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
の
競
技
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。

●

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
）

　

開
催
日
時　

2
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　

開
催
場
所　

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
西
田
中
）

「
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
福
井（
オ
フ
ィ
ス
）」

開
所
の
ご
案
内

　

1
月
25
日
㈪
、
福
井
市
に
開
所
し
ま
す
。

所
在
地

　
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ　

2
階（
福
井
市
手
寄
１‒

４‒

１
）

受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
15
分

　
（
土
、日
、休
祝
日
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

　
（
一
社
）
福
井
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会

　

☎
０
７
７
６‒

２
７‒

１
６
３
２

※
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
福
井
（
オ
フ
ィ
ス
）
は
、「
対

面
に
よ
る
年
金
相
談
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
年
金

機
構
の
委
託
を
受
け
て
、
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合

会
が
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

日
本
年
金
機
構

　

福
井
年
金
事
務
所　

総
務
調
整
課

　

☎
０
７
７
６‒

２
３‒

４
５
１
２

越前町商工業支援制度の申請期限が迫っています

越前町商工業支援制度のご案内

問合せ先　商工観光課　☎34‒8720

越
前
町
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
就
職
奨
励
金

●

制
度
概
要

越
前
町
に
移
住
し
て
、
町
内
外
の
事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
。

●

交
付
対
象
者

①
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
、
越
前
町
に
住

民
票
を
有
す
る
人

②
町
内
外
の
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
事
業
所
へ
採
用
後
、
6
か
月
以
上
継
続
し

て
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

④
事
業
所
へ
の
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未

満
で
あ
る
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以

上
本
町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

●

奨
励
金
の
額

交
付
対
象
者
1
人
に
つ
き
5
万
円

12
月
補
正
予
算
の
補
正
額
は

一
般
会
計
で
５
，１
７
７
万
９
千
円

　

12
月
補
正
予
算
の
補
正
額
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
一
般
会
計
の
主
な
補
正
内
容
】

●

個
人
番
号
カ
ー
ド
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
用
備

品
の
導
入
や
交
付
事
務
経
費

 
 

（
１
１
１
万
７
千
円
）

●

拠
点
避
難
所
（
朝
日
中
学
校
、
宮
崎
中
学
校
、

越
前
中
学
校
、
織

田
小
学
校
）
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
た

め
の
設
計
委
託
料

 
（
２
９
７
万
円
）

●

下
糸
生
区
と
江
波
区
に
あ
る
農
業
用
水
を

供
給
す
る
た
め
の
揚
水
ポ
ン
プ
設
備
の
修

繕
工
事 
　
（
５
４
９
万
円
）

●

７
月
17
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
の
大
雨
に

よ
り
法
面
が
崩
壊
し
た
林
道
西
部
３
号
線

（
茗
荷
）
の
復
旧
工
事

 

（
１
，
０
０
９
万
２
千
円
）

　

第
6
回
越
前
陶
芸
村
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ー
ド

開
催
日
時　

4
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

会　
　

場　

越
前
陶
芸
公
園

募
集
締
切　

2
月
14
日
㈰

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

越
前
陶
芸
村
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
福
井
県
陶
芸
館
内
）

　

☎
３
２‒

２
１
７
４

4
月
1
日
以
降
に
就
職
し
た
人
へ　

就
職
関
係
奨
励
金
の
お
知
ら
せ

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

第
6
回
越
前
陶
芸
村
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

越
前
町
地
元
大
学
等
卒
業
生
就
職
奨
励
金

●

制
度
概
要

福
井
県
内
に
所
在
す
る
大
学
、
短
期
大
学
お

よ
び
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
さ
れ
、
町
内
外

の
事
業
所
で
定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す
。

●

交
付
対
象
者

①
越
前
町
に
住
民
票
を
有
す
る
人

②
町
内
外
の
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
事
業
所
へ
採
用
後
、
6
か
月
以
上
継
続
し

て
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

④
事
業
所
へ
の
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満

の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

本
町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

●

奨
励
金
の
額

　

交
付
対
象
者
1
人
に
つ
き
5
万
円

問
合
せ
先　

就
労
支
援
室　

☎
３
４‒

８
７
０
５

【12月補正予算後の予算規模】

法面が崩壊した林道西部3号線
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1　申告相談は平成28年2月16日㈫から
武生税務署の申告相談会場の開設日は、平成28年2月16日㈫からとなっています。確定申告の相談を希望され
る人は、開設日以降にお越しください。
なお、申告相談会場の受付時間は、午前9時から午後4時までです。

2　臨時駐車場のご案内
武生税務署では庁舎の耐震改修等工事を行っています。お車でお越しの人は臨時駐車場をご利用ください。
駐車できる台数には限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用くださるようお願いします。

3　復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！
平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税を所得税と併せて申告・納税することとされています。還付
申告の人も含め、申告される全ての人について「復興特別所得税額」欄の記載が必要となります。
確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないようご注意ください。

問合せ先　武生税務署　☎22‒0890

　日本はすでに本格的な人口減少時代を迎えており、空き家の増加や適切に管理されない空き家による被害の発生
など、空き家問題が全国各地で発生しています。こうした状況を背景に、平成26年11月には空家等対策の推進に関
する特別措置法が制定され、平成27年5月に全面施行されました。
　本町でも空き家問題は例外ではなく、地域によっては屋根が抜け落ち、
今にも倒壊しそうな危険な空き家も見られます。
　こうしたことから、町では様々な分野の専門家や関係機関と連携しなが
ら空き家対策の検討を重ね、去る12月議会での議決を経て、 「越前町地域
ぐるみによる空き家等対策の推進に関する条例」を制定しました。今後は、
本条例にもとづき総合的・計画的に空き家対策を進めるとともに、さらに必
要な施策などについて検討を継続し、法律に位置付けられる「空き家等対
策計画」を策定する予定です。

　空き家を適正に管理することは、当然所有者に責任があります。しかしながら、空き家が発生すると、防災・防犯
上の危険性が高まり、地域コミュニティが低下するなど様々な問題が懸念されます。こうしたことから、空き家問
題は空き家所有者だけではなく、地域社会全体の問題として、地域ぐるみにより取り組んでいく必要があります。
　このため、本条例では、所有者や町だけでなく、町民のみなさんや自治組織などの責務を定めて、地域ぐるみで
空き家問題に取り組んでいくことを基本としています。

　空き家対策では空き家の発生を予防することが大切になりますが、すでに空き家となり、周辺の生活環境や景観
に悪影響をおよぼしているような危険な建物については、「特定空き家等」に認定し、法律にもとづき、所有者に対
する助言・指導や勧告、命令などの手続きを行い、速やかな対応
を求めることになります。
　本町では、専門家による第三者機関として「特定空き家等認定
審議会」を新たに設置し、特定空き家等の認定や空き家所有者へ
の対応を着実に進めます。なお、特定空き家等に認定され、勧告
を受けた空き家については、固定資産税の住宅用地の特例措置が
除外されることになります。

武生税務署からのお知らせ 平成28年1月1日から 空き家条例 が施行されます！

確定申告は、自分で作成して、早めの提出をお願いします！

申告書の作成は

「確定申告書等作成コーナー」で！！
　画面の案内に従って金額などを入力すれば、税額などが自動計算され、所得税および復興特別
所得税、消費税および地方消費税の確定申告書や青色申告決算書などを作成できます。
　また、作成したデータは、 「e-Tax（電子申告）」を利用して提出できます。

※e-Tax の利用に際しては、電子証明書の取得（手数料が必要です。）ICカードリーダライタの購入などの事前
準備が必要です。

便利な

でデータ通信！

書面で提出！書面で提出！

e-Tax ww
w.nta.go.jp

または

国税庁
ホームページの

　平成27年分の確定申告期限は、所得税・復興特別所得税・贈与税が平成28年3月15日㈫、
個人事業者の消費税・地方消費税が平成28年3月31日㈭です。

北陸電力●

福井銀行
●

●武生
　郵便局

●有明交番

市立武道館
●

●
GS

武生労働基準
監督署●

裁判所●

●
武生中央公園
体育館

●
武生中央公園

越前市
労働福祉会館

●

福鉄バス「菊人形前」
越前市民バス（のろっさ）
「菊人形前」

武生税務署

大虫口

裁判所

臨時駐車場

P

　Ｑ . なぜ、空き家条例が必要なの？

　Ｑ . 私たちにも関係するの？

　Ｑ . 危険な空き家はどうなるの？

詳しくは、町のホームページをご覧いただくか、
定住促進課までお尋ねください。

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

自己流で基本知らずに恥をかき 冨田コズヱ
テロ頻繁心が寒くなる地球 渡辺　照子川 柳

平成27年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  11月16日～12月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成27年度町道三角線道路舗装修繕工事（その２） 佐 々 生 2,700,000 円 大門建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道午房ヶ平線道路維持補修工事 午房ヶ平 2,700,000 円 橋本建設㈱ 建 設 課

平成27年度古墳公園遊具等修繕工事 朝 日 4,374,000 円 ㈱大生 定住促進課

平成27年度都市再生整備計画事業道路築造工事
（その７） 気 比 庄 3,790,800 円 斉藤建設㈱ 定住促進課

平成27年度三崎区老朽危険空き家解体跡地整備工事 三 崎 2,127,600 円 ㈲オタ商事 定住促進課

日　
　

時　

1
月
14
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
か
ら

場　
　

所　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

内　
　

容

　
【
第
一
部
】
視
閲
式

　
【
第
二
部
】
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
各
種
訓
練
披
露
な
ど
）

　
【
第
三
部
】
警
察
音
楽
隊
の
演
奏

　
【
第
四
部
】
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
（
警
察
官
へ
の
質
問
な
ど
）

問
合
せ
先　

福
井
県
警
察
本
部
警
務
部
教
養
課
教
養
指
導
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
８
８
０

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
室
細
動
な
ど
突
然
心
臓
が

止
ま
っ
た
人
の
救
命
に
使
わ
れ
る
医
療
機
器
で

す
。
町
役
場
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
県
の
施

設
な
ど
に
設
置
さ
れ
、
医
師
や
看
護
師
の
資
格

が
な
く
て
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
講
習
会
に
参
加
し
て
救
命
へ
の
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

　

2
月
6
日
㈯　

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　

鯖
江
丹
生
消
防
組
合
丹
生
分
署

　
　
（
下
河
原
25‒

13　

☎
３
６‒

０
１
１
９
）

　

2
月
13
日
㈯　

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　

鯖
江
丹
生
消
防
組
合
越
前
分
遣
所

　
　
（
道
口
9‒

42　

☎
３
７‒

０
１
１
９
）

　

2
月
27
日
㈯　

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　

鯖
江
丹
生
消
防
組
合
朝
日
分
遣
所

　
　
（
内
郡
14‒

14　

☎
３
４‒

０
１
１
９
）

平
成
28
年　

福
井
県
警
察
年
頭
視
閲
式

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会　

受
講
者
募
集
！

消防署からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://wp.fd-sabaenyu.jp/

　町民が安心して暮らせるまち、災害に強いまち『越前町』を目指して、
各地区より団員および女性消防隊員総勢303人、消防車両17台が、越前
地区に集結し、越前消防団出初式を行います。

平成28年 越前消防団出初式

会場にて、限定100人に振舞餅を配布します。ぜひ、ご来場ください。
※実施時間につきましては、前後する場合がございますのでご了承ください。

（1）分列行進　　梅浦多目的グラウンド周辺 ………………………9 ：30 ～ 9 ：50
（2）式　　典　　越前サブコミュニティセンター体育館 ……… 10：00～ 11：00
（3）一斉放水　　新保・宿漁港一帯 ………………………………… 11：20～ 11：40

1月11日（月・祝）　　午前9時30分～正午日　時

昨年の出初式の様子

※　　　　　部分は、当日9：30から9：50まで
の間、消防団員および消防車両による分列行進
が行われますので、車両通行はご遠慮ください。

講　

師　

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
職
員

費　

用　

無　

料

●

講
習
を
受
け
ら
れ
た
人
に
は
、
普
通
救
命
講

習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

●

運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

参
加
ご
希
望
の
人
は
、
事
前
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。（
定
員
：
各
15
人
）

申
込
・
問
合
せ
先

　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

放
送
大
学
は
入
学
試
験
の
な
い
国
立
系
の
通

信
制
大
学
で
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
び
、

あ
な
た
の
夢
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。
生
涯
学

習
に
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
、
各
種
の
資
格
取

得
に
全
国
で
約
9
万
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
学
願
書
出
願
期
間　

12
月
1
日
〜
3
月
20
日 

問
合
せ
先

　

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
福
井
市
手
寄
１
丁
目
４‒

１　

ア
オ
ッ
サ
７
Ｆ
）

　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

６
３
６
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
６‒

２
２‒

６
４
３
１

　

道
守
高
校（
通
信
制
）
で
は
月
3
回
日
曜
日

に
登
校
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
が
ら
学
び

ま
す
。
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
利
用
で
き
、

今
ま
で
に
多
く
の
中
高
年
の
人
が
卒
業
し
て
い

ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
人
は
、
個
別
相
談
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
の
際
は
事
前
に

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
別
相
談
会

　

2
月
14
日
㈰
・
2
月
28
日
㈰
・
3
月
13
日
㈰

問
合
せ
先

　

福
井
県
立
道
守
高
校　

通
信
制　

入
学
係

　
（
福
井
市
若
杉
35‒

21
）

　

☎
０
７
７
６‒

３
６‒

１
１
８
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
６‒

３
６‒

１
１
８
５

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
4
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

福
井
県
立
道
守
高
校
（
通
信
制
）
の

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
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寒い日の炬燵で足のする合図 山田千栄子
恥しのぶ謝罪会見また出てる 松村　典子川 柳 大会で恥さらしする勇気出す 笠嶋ナツヱ

掻き捨てた恥もあったな人生譜 竹内　涼子川 柳

　前回は、食品の塩分についてお知らせをしました。高血圧を予防・改善するための食生活は塩分ひかえめに
あわせて、食べ過ぎによる肥満を防止することも大切です。肥満は高血圧の大きな危険因子であることが明ら
かになっています。特に、内臓肥満は血圧上昇と関連が深く、減量すると血圧が下がるという報告もあります。
また、心臓から送られる血液の量は体重に比例して増加するため、肥満は心臓にも負担をかけることになりま
す。自分に必要な1日のエネルギーを確認してみましょう。

こちら健康増進係 みんなで予防！高血圧！
生活習慣のポイントは？第9回

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

1日に必要なエネルギー　早見表

男　性　単位：kcal

年　　　　齢 18～ 29歳 30～ 49歳 50歳以上

体の動かし方 ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③

体　
　

重

55kg 1,700 2,000 2,200 1,600 1,800 2,100 1,500 1,800 2,000

60kg 1,900 2,200 2,500 1,700 2,000 2,300 1,700 1,900 2,200

65kg 2,000 2,300 2,700 1,900 2,200 2,500 1,800 2,100 2,400

70kg 2,200 2,500 2,900 2,000 2,300 2,700 2,000 2,300 2,600

75kg 2,300 2,700 3,100 2,200 2,500 2,800 2,100 2,400 2,700

80kg 2,500 2,900 3,300 2,300 2,700 3,000 2,200 2,600 2,900

85kg 2,700 3,100 3,500 2,500 2,800 3,200 2,400 2,700 3,100

90kg 2,800 3,200 3,700 2,600 3,,000 3,400 2,500 2,900 3,300

※代謝には個人差（±10％）があること、また毎日の生活に変化があることを考慮して、エネルギー量は四捨五入し、　おおよ
その量を表示してあります。

女　性　単位：kcal

年　　　　齢 18～ 29歳 30～ 49歳 50歳以上

体の動かし方 ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③

体　
　

重

40kg 1,100 1,300 1,500 1,100 1,300 1,500 1,100 1,200 1,400

45kg 1,300 1,500 1,700 1,300 1,500 1,700 1,200 1,400 1,600

50kg 1,400 1,700 1,900 1,400 1,600 1,800 1,300 1,600 1,800

55kg 1,600 1,800 2,100 1,600 1,800 2,000 1,500 1,700 1,900

60kg 1,700 2,000 2,300 1,700 2,000 2,200 1,600 1,900 2,100

65kg 1,900 2,200 2,400 1,800 2,100 2,400 1,700 2,000 2,300

70kg 2,000 2,300 2,600 2,000 2,300 2,600 1,900 2,200 2,500

75kg 2,200 2,500 2,800 2,100 2,400 2,800 2,000 2,300 2,600

※体の動かし方の目安  ： ①  デスクワークでほとんど動かない人　 ②  営業や立ち仕事をしている人
 ③  肉体労働系の仕事をしている人

1
月
の
休
館
日　
1
〜
4
・
12
・
18
・
25
日
（
年
始
は
1
月
5
日
よ
り
開
館
）

開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）　　

入
館
料　
無
料

水仙と越前花器の
甘いささやき展

越前焼で珈琲時間

1月16日（土）～ 31日（日）
福井県を代表する「越前焼」と「越
前水仙」が甘い香りとともにお迎
えします。

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館
　　　　　☎32‒3200

1
月
の
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館　

会
館
情
報

　

水
仙
の
見
ご
ろ
を
迎
え
る
、
1
月
16
日
㈯
か

ら
31
日
㈰
の
週
末
を
中
心
に
、「
第
41
回
水
仙
ま

つ
り
」
が
越
前
町
・
南
越
前
町
で
開
か
れ
ま
す
。

　

越
前
町
で
は
、1
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
に
「
水

仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア
」
が
道
の
駅
越
前
駐
車
場
で

開
か
れ
ま
す
。
水
仙
娘
の
手
渡
し
に
よ
る
越
前

水
仙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
越
前
が
に
を
は
じ
め

と
す
る
地
元
特
産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
、
豪
華

景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
楽
し
い
企
画

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア
】

日　
　

時　

1
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　
　

所　

道
の
駅
「
越
前
」

内　
　

容　

水
仙
配
布
、特
産
品
販
売
、

　
　
　
　
　

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど

「
第
41
回
水
仙
ま
つ
り
」
開
催

　

雨
田
光
平
が
妹
や
妻
を
モ
デ
ル
に
し
た
彫

刻
な
ど
家
族
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
の
他
、
芸

術
家
一
家
で
も
あ
っ
た
雨
田
家
の
人
々
が
制

作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

雨
田
芸
術
が
生
ま
れ
た
場
所
は
、
ど
の
よ
う

な
場
所
だ
っ
た
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会　
　

期　

開
催
中
〜
2
月
14
日
㈰

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

会
期
中
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

（
た
だ
し
成
人
の
日
1
月
11
日
は
開
館
し
、

翌
12
日
㈫
休
館
し
ま
す
）・

　

年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
1
月
4
日
）・

　

2
月
12
日
㈮

雨
田
光
平
記
念
館　

冬
の
展
示
開
催
の
お
し
ら
せ　
「
か
ぞ
く
の
肖
像
」

観
覧
料

　

一　

般　

１
０
０
円

　

団　

体　
（
20
人
以
上
）　

80
円

　

共
通
券　
（
と
な
り
の
文
化
歴
史
館
が
見
学
で
き
ま
す
）

　
　
　
　
　

２
０
０
円

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。
入
館
の

際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る
も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

会
場
・
問
合
せ
先

　

☎
雨
田
光
平
記
念
館　

３
６‒

２
６
６
６

問
合
せ
先　

越
前
海
岸
観
光
協
会
連
合
会

　
　
　
　
　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
７‒

１
２
３
４

　

木
の
実
は
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
と
、
種
か
ら

花
に
な
り
、
実
を
結
ぶ
と
い
っ
た
意
味
の
縁
起

物
で
す
。

　

当
園
で
採
れ
た
木
や
草
の
実
、
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
な
ど
の
材
料
を
使
っ
て
ひ
な
人
形
の

リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
要
予
約
と
な
り
ま
す
の

で
、
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
然
の
素
材
で
作
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　
　

時　

2
月
14
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

場　
　

所　

植
物
館　

1
階　

休
憩
室

参
加
費　

材
料
費
（
３
０
０
円
）

　
　
　
　
　

別
途
入
園
料
が
か
か
り
ま
す
。

ひ
な
ま
つ
り
リ
ー
ス
作
り

定　
　

員　

20
人
（
要
予
約
）

入
園
料　

大　

人　

３
０
０
円

　
　
　
　
　

中
高
生　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生　

１
０
０
円

問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

１
１
２
０

　 常 時100点 以
上ある越前焼作家
のコーヒーカップ
の中からお好きな
カップを選んで
コーヒーが楽しめ
るセルフカフェ。
　四季折々の陶芸

公園を眺めながらとっておきの時
間を過ごしませんか。
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みんな集まれ健康な暮らしのために



恥などをかかせたくない知恵袋 山谷　ゆり
感謝する言葉削ってから寒い 司辻　文子川 柳 ワアワアと泣いて恥かく議員さん 武藤　久子

朝採りの野菜フリマー出会い待つ 山内　千代川 柳

図　書　館　だ　よ　り

陶芸家故木村盛和氏の蔵書図書を寄贈いただきました

　このたび、8月に亡くなられた陶芸家の木村盛和氏のご遺族より多数の貴重な蔵書が寄贈されました。
　木村盛和氏（1921‒2015）は京都市で生まれ、京都の五条坂にて陶業を開き、天目釉の研究に着手しま
した。同氏は1964年日本伝統展優秀賞を受賞、皇居新宮殿に油滴天目釉花器2点を納め、1972年には日本
工芸会理事を務めました。1976年旧朝日町に移住し小倉見窯を築炉し、1986年福井県文化賞、1993年勲
四等瑞宝章を授与され、2000年～ 2007年にかけては福井県陶芸館名誉館長に就任されました。
　今回寄贈いただいた図書は町立図書館に、平成28年2月中旬まで展示し、その後、町立図書館織田分館
に所蔵し貸出します。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることが
ありますので、ご了承ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL／ http：//www.t-catv.co.jp

1月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

■「越前町いきいき情報局」
町長　新年あいさつ
【1月1日㈮～1月3日㈰】

「第41回水仙まつり」開催
【1月4日㈪～1月15日㈮】

平成28年 越前町成人式
【1月16日㈯～1月29日㈮】

所得税確定申告・住民税申告のお知らせ
【1月30日㈯～2月12日㈮】

■「丹南のお店情報 みせばん」
鮮魚　銀洋（惣菜）
【1月30日㈯～2月5日㈮】

■「Jr.＋（ジュニアプラス）」
宗生流剣詩舞道会　あさひ少年教室
【1月30日㈯～2月5日㈮】

■「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
朝日西保育所
【1月23日㈯～1月29日㈮】

※その他の番組の放送予定や放送時間は
丹南ケーブルテレビ㈱のホームページ
でご確認ください。

・古希記念　木村盛和陶展
・米寿　木村盛和展　
・京都美術懇話会　二十五周年記念展
・第1回全日本伝統工芸選抜作家展
・現代陶芸ぐい呑み図鑑
・北陸の古陶
・日本陶藝巨匠大観　坤
・高島屋美術部八十年史
・その他

寄　贈　本　の　一　部

今
回
紹
介
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
野
田
地
区
の
杉
本
紅
利
亜
さ
ん

で
す
。
杉
本
さ
ん
は
ベ
イ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
研
究
所
の
「
Ｗ
ｉ

ｎ
ｇ
ｓ
」と
い
う
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
は
、

技
・
表
現
力
・
柔
軟
な
ど
の
テ
ス
ト
に
合
格
す
る
と
加
入
で
き
る
、
チ
ア
ダ
ン

ス
の
精
鋭
チ
ー
ム
で
す
。
加
入
テ
ス
ト
は
１
０
０
人
近
く
の
応
募
が
あ
り
な

が
ら
、
合
格
者
3
名
程
の
狭
き
門
で
あ
り
、
杉
本
さ
ん
は
チ
ア
ダ
ン
ス
歴
1

年
で
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
に
加
入
す
る
実
力
と
才
能
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
で
は
、
2
時
間
の
指
導
を
週
2
回
と
少
な
い
練
習
で
す
が
、

先
生
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
チ
ー
ム
み
ん
な
笑
顔
を
忘
れ
ず
練
習
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
、
杉
本
さ
ん
は
、
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
家
で
の
自

主
練
を
欠
か
さ
ず
、
そ
の
成
果
も
あ
り
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
第
15
回
全

日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
の
小
学
生
Ｐ
ｏ
ｍ
部
門
Ｌ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
編
成
で

3
位
入
賞
を
果
た
す
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

チ
ア
ダ
ン
ス
を
す
る
こ
と
で
、
普
段
の
生
活
で
も
笑
顔
が
増
え
た
と
実
感

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
自
己
表
現
や
前
に
出
る
積
極
性
が
付
い
た

と
娘
の
成
長
を
お
母
さ
ん
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
は
、
チ
ー
ム
の
セ
ン
タ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
チ
ー
ム
全
員
が
狙
っ
て
い
る
チ

ア
ダ
ン
ス
の
華
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
内
の
競
争
を
勝
ち
抜
き
、
セ
ン
タ
ー
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
さ
ら
な
る
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

糸生小学校5年

杉本  紅
く

利
り

亜
あ

さん
（野田地区）

みつけた！ わが町のわが町の
アアススリリーートト

Athlete of Our Town

えちぜんスポーツナビ

　
「
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
」、「
ひ
ど
い
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
」、「
人
間
関
係
で
悩
ん

で
い
る
」、「
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
い
る
」
な

ど
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
み
な
さ
ん

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

乳
が
ん
検
診

●

福
井
赤
十
字
病
院

　

☎
０
７
７
６‒

３
６‒

３
６
３
０

　

1
月
24
日
㈰　

午
前
9
時 

〜
11
時
30
分

●

県
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
７
６‒

９
８‒

８
０
０
３

　
1
月
24
日
㈰　

午
後
1
時
30
分 

〜
2
時
30
分

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

休
日
レ
デ
ィ
ー
ス
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

日　

時　
1
月
23
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

越
前
町
役
場　

別
館

料　

金　

無　

料

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

千
崎　

愛　

氏
（
臨
床
心
理
士
）

・
予
約
制
（
匿
名
で
も
可
）

・
相
談
時
間
は
、
一
人
50
分
程
度
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

●

福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
７
６‒

３
６‒

３
４
２
９

　
1
月
30
日
㈯　

午
後
1
時
15
分
〜
2
時
15
分

•
町
発
行
の
受
診
券
が
必
要
で
す
。

•
予
約
制（
実
施
場
所
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。）

★
平
成
27
年
度
の
町
の
「
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
」
の
受
診
券
・

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
期
限
は
1
月
31
日
ま
で
で
す
。
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
お
早
め
に
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
（
心
理
相
談
員
）
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
発
達
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

日　
　

時　

1
月
19
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談
で
す

　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５
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編
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編
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Ｅ
子 
明
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

学
Ｍ 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

Ｅ
子
さ
ん
は
、初
詣
に
行
か
れ
ま
し
た
か
？

Ｅ
子 

お
正
月
に
織
田
文
化
歴
史
館
の
展
示
を
み
て
、
劔

神
社
へ
行
き
ま
し
た
。

学
Ｍ 

さ
て
、
昨
年
に
つ
づ
い
て
、
町
内
に
伝
わ
る
有
名
な

石
塔
を
紹
介
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
学
Ｍ
と
Ｅ
子
は
、大
谷
寺
区
の
円
山
宝
塔
へ
と
移
動
）

Ｅ
子 

本
当
に
寒
い
で
す
ね
。

学
Ｍ 

寒
い
季
節
で
す
が
、風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
。

 

Ｅ
子
さ
ん
は
、「
円ま

る

山や
ま

宝ほ
う

塔と
う

」
を
見
る
の
は
初
め
て

で
す
か
？

Ｅ
子 

実
物
は
初
め
て
で
す
。
資
料
で
は
、
よ
く
み
る
の
で

す
が
。

 

林
の
中
に
塚
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
石
塔
が
立
っ

て
い
ま
す
ね
。
こ
の
石
塔
が
、円
山
宝
塔
で
す
か
？

学
Ｍ 

そ
う
で
す
。
こ
こ
は
、
越
知
山
大
谷
寺
大
長
院
よ
り
、

北
側
に
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
離
れ
た
山
間
部
の
谷

間
に
あ
た
り
ま
す
。

 

私
た
ち
が
立
っ
て
い
る
平

坦
面
の
南
西
隅
を
み
て

く
だ
さ
い
。
塚
が
み
え
ま

す
ね
。
こ
れ
が
「
円
山
（
写

真
）」で
す
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
。
名
前
の
と
お
り
、丸
い
山
だ
！

学
Ｍ 

こ
の
あ
た
り
の
字あ

ざ

は
「
三み

辻つ
じ

」
と
い
い
、
旧
道
が
交

差
す
る
地
点
に
な
り
ま
す
。
そ
の
北
側
は
字
「
三さ

ん

昧ま
い

谷だ
に

」で
す
。

Ｅ
子 

「
三さ

ん

昧ま
い

」
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

確
か
、民
俗
学
の
授
業
で
習
い
ま
し
た
。

学
Ｍ 

畿
内
や
北
陸
な
ど
で
は
、
墓
地
の
こ
と
を
三
昧
と

い
い
、火
葬
場
を
指
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

三
昧
と
い
う
言
葉
の
由
来
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

の「
サ
マ
ー
デ
ィ
」に
求
め
ら
れ
、漢
文
で
は「
三さ

ん

摩ま

地じ

」
と
も
表
記
し
ま
す
。
心
を
静
め
て
一
つ
の
対
象

に
集
中
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

 

9
世
紀
、
天
台
宗
の
開
祖
・
最
澄
（
七
六
七
―

八
二
二
）は
、『
法
華
経
』に
基
づ
き
、悟
り
を
ひ
ら
く

た
め
の
修
行
法
で
あ
る
「
法ほ

っ

華け

三ざ
ん

昧ま
い

」
を
日
本
に
伝

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
昧
を
行
う
た
め
の
修
行
場

と
し
て「
三さ

ん

昧ま
い

堂ど
う

」が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

平
安
時
代
中
期
よ
り
、
貴
族
の
間
で
墓
地
に
法
華

三
昧
堂
を
建
立
す
る
風
習
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ

れ
が
民
間
に
広
ま
り
、
埋
葬
地
を
三
昧
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

三
昧
と
い
う
言
葉
ひ
と
つ
を
み
て
も
、
長
い
歴
史

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

 

で
は
、
こ
の
辺
り
が
三
昧
谷
と
呼
ば
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、周
囲
に
墓
地
が
あ
る
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

は
い
。
そ
し
て
円
山
の
周
囲
の
平
坦
面
も
、
も
と
も

と
は
墓
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
教

育
委
員
会
で
は
平
成
一
四
年
に
発
掘
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

 

測
量
調
査
の
結
果
、
遺
跡
は
南
北
三
六
・
〇
メ
ー
ト

ル
、
東
西
三
四
・
八
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
わ
た
る
平

坦
面
を
中
心
と
し
、
そ
の
南
西
隅
に
南
北
一
五
・
六

メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
七
・
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
八

〜
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
塚
が
築
造
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

 

発
掘
で
は
、
も
と
も
と
深
い
谷
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
土
を
盛
っ
て
平
坦
に
造
成
し
、
さ
ら
に
塚
を
築

造
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

つ
ま
り
、
円
山
と
周
辺
の
平
坦
面
は
、
す
べ
て
人
工

的
に
造
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

学
Ｍ 

そ
の
と
お
り
で
す
。
し
か
し
、
遺
跡
が
造
ら
れ
た
時

期
や
、
ど
の
よ
う
な
性
格
で
あ
る
か
を
示
す
資
料

は
、ほ
と
ん
ど
出
土
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｅ
子 

墓
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
か
？

学
Ｍ 

そ
う
な
の
で
す
。
や
は
り
、
円
山
宝
塔
の
存
在
を
抜

き
に
し
て
は
、
こ
の
遺
跡
の
性
格
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
次
回
は
、
宝
塔
の
概
要
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

幸こ
う

若わ
か

舞ま
い

は
、中
世
芸
能
で
あ
る
曲く

せ

舞ま
い

の
一
種
で
、一
六
世
紀
に
日
本
全
国
で
隆
盛

を
誇
り
ま
し
た
。
戦
国
時
代
に
は
、数
多
く
の
大
名
か
ら
愛
顧
さ
れ
、江
戸
時
代
に

は
幕
府
の
式し

き

楽が
く

と
な
る
な
ど
、
中
世
後
期
の
日
本
文
化
や
日
本
人
の
精
神
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、数
回
に
わ
た
り
、幸
若
舞
の
始
祖
・
桃も

も

井の
い

直な
お

詮あ
き

や
、織
田
信
長
・
徳

川
家
康
・
朝
倉
孝
景
・
豊
臣
秀
吉
・
毛
利
元
就
な
ど
の
戦
国
大
名
と
幸
若
舞
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
文
献
資
料
に
み
え
る
幸
若

舞
に
つ
い
て
、み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

実
は
、幸
若
舞
に
関
す
る
最
古
の
資
料
は
、越
前
町
内
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
嘉

慶
元
年（
一
三
八
七
）六
月
七
日
の「
天
王
社
御
幸
供
奉
日
記
写
」に
は
、

　
「
十
六
日
之
白
昼
よ
り
舞
三
番
、是
は
幸
若
役
」

と
み
え
ま
す
。
こ
の
文
書
は
、
天
王
社
（
八
坂
神
社
）
の
六
月
の
祭
礼
に
お
い
て
供ぐ

奉ぶ

す
べ
き
郷
民
の
役
割
を
定
め
た
も
の
で
、獅
子
と
八
乙
女
・
田
楽
に
つ
づ
い
て
、

幸
若
舞
が
演
じ
ら
れ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
芸
能
は
、
も
と
も
と
村
々
に
お
け
る
神
祭
り
の
場
で
発
達
し
て
き
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
・
弥
生
時
代
に
は
、超
自
然
的
存
在
と
の
交
流
を
は
か
る

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
形
を
と
り
、
古
墳
時
代
の
歌
舞
か
ら
神か

ぐ

楽ら

が
誕
生
し
た
と
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、平
安
時
代
に
は
猿
楽
や
田
楽
の
名
が
文
献
に
み
え
ま
す
。

　

幸
若
舞
の
母
胎
と
な
る
曲
舞
は
、
平
安
時
代
の
白し

ら

拍び
ょ
う

子し

の
系
譜
を
ひ
き
、
鎌
倉

時
代
に
成
立
し
ま
し
た
。
室
町
時
代
に
な
っ
て
隆
盛
し
た
幸
若
舞
も
、「
天
王
社
御

幸
供
奉
日
記
写
」
を
み
る
か
ぎ
り
、
当
初
は
祭
礼
で
奉
納
さ
れ
る
芸
能
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の「
天
王
社
御
幸
供
奉
日
記
写
」の
記
事
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
を
伝
え
て

く
れ
ま
す
。そ
れ
は
、幸
若
舞
を
創
始
し
た
と
さ
れ
る
桃
井
直
詮
の
生
誕
年
よ
り
も
、

古
い
時
期
の
文
書
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。つ
ま
り
、桃
井
直
詮
が
産
ま
れ
た
頃
に
は
、

す
で
に
幸
若
舞
が
現
在
の
越
前
町
内
で
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
桃
井

直
詮
は
地
元
の
芸
能
で
あ
る
舞
と
、
比
叡
山
で
学
ん
だ
仏
教
声
楽
で
あ
る
声

し
ょ
う

明み
ょ
うな

ど
を
融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幸
若
舞
を
芸
術
に
ま
で
昇
華
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

文
責　

織
田
文
化
歴
史
館　

学
芸
員　

村
上
雅
紀

幸
若
舞　

最
古
の
記
事

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
二
十
四
回

実　施　日 場　　所 電話番号

 1 月12日（火） あさがお保育園 34－1110

 1 月13日（水） 朝日中央保育所 34－0081

 1 月13日（水） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

 1 月28日（木） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

 1 月14日（木） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

 1 月12日（火） 宮崎中央保育所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

 1 月22日（金） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
12
月
15
日
現
在
）

（
12
月
15
日
現
在
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

家
族
み
な
さ
ん
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
「
広
報
え
ち

ぜ
ん
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
申さ
る

年
で
す
。
日
本
で
は
「
干

支
」
を
「
え
と
」
と
呼
ん
で
「
十

じ
ゅ
う

二に

支し

」
の
み

を
表
す
こ
と
が
多
い
で
す
が
、本
来
の
「
干
支
」

は
、「
十じ
っ

干か
ん

」
10
種
類
と
「
十
二
支
」
12
種
類
の

組
み
合
わ
せ
を
指
す
言
葉
で
す
。
な
の
で
正
式

な
今
年
の
干
支
は
60
年
に
一
度
の
「
丙
ひ
の
え

申さ
る

」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
60
年
と
い
う
と
思
い

つ
く
の
が
「
還
暦
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
60
年
で
一
周
し
て
「
暦
が
還か

え

っ
た
」
と

い
う
意
味
で
、
昔
は
数
え
年
だ
っ
た
た
め
、
歳

を
と
る
正
月
に
公
私
と
も
に
正
式
に
隠
居
し
て

長
寿
の
祝
い
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
ち
ょ
う
ど
父
親
が
「
丙
申
」
で
還
暦

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
の
は
12
月

で
す
が
、
今
年
の
正
月
は
「
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
こ
」を
用
意
し
て
実
家
に
帰
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

人口と世帯
（12月1日現在）

　

12
月
の
あ
る
晴
れ
た
日
の
越
前
岬
水
仙
ラ
ン

ド
で
の
一
枚
で
す
。
近
年
は
以
前
よ
り
も
水
仙

の
開
花
が
早
い
ら
し
く
、
こ
の
時
も
す
で
に
5

分
咲
き
く
ら
い
で
し
た
。
あ
ま
り
早
く
咲
き
す

ぎ
る
と
、「
水
仙
ま
つ
り
」
の
時
期
に
花
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
な
の
で
、
観
光
関
係
者

は
頭
が
痛
い
そ
う
で
す
。
地
球
温
暖
化
の
影
響

が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
出
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

人　口 22,670人

　男 10,963人
　女 11,707人
世帯数 7,319戸

（前月より32人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

青　

野 

河
野　

文ふ
み

香か

（
聡
、
女
）

下
糸
生 

水
島　

彩あ
や

花か

（
嘉
政
、
女
）

大
谷
寺 

水
島　

秀ひ
で

鳳た
か

（
秀
嘉
、
男
）

上
糸
生 

大
林　

基も
と

睦ち
か

（
勇
太
、
男
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中　

坪
川
す
み
子
さ
ん
（
86
歳
）

内　

郡　

寺
坂
は
る
の
さ
ん
（
96
歳
）

上
川
去　

冨
山
さ
よ
子
さ
ん
（
89
歳
）

気
比
庄　

丹
尾　

繁
子
さ
ん
（
92
歳
）

気
比
庄　

稲
葉　

吉
平
さ
ん
（
79
歳
）

乙　

坂　

清
水　

邦
夫
さ
ん
（
82
歳
）

頭　

谷　

古
川　

潔
子
さ
ん
（
76
歳
）

小　

倉　

獅
子
原
達
雄
さ
ん
（
75
歳
）

小　

倉　

渡
邉
ト
モ
子
さ
ん
（
86
歳
）

熊　

谷　

上
野
ふ
じ
こ
さ
ん
（
91
歳
）

江　

波　

西
村
と
志
子
さ
ん
（
98
歳
）

江　

波　

向
當　

波
子
さ
ん
（
97
歳
）

樫　

津　

田
中　

利
純
さ
ん
（
69
歳
）

梨
子
ヶ
平　

山
下　

信
一
さ
ん
（
78
歳
）

梅　

浦　

宮
本　

常
雄
さ
ん
（
88
歳
）

　

宿　
　

藤
野
利
一
郎
さ
ん
（
87
歳
）

小　

樟　

下
仲　
　

實
さ
ん
（
93
歳
）

道　

口　

川
上
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
88
歳
）

高　

橋　

山
塙　

一
さ
ん
（
82
歳
）

上　

野　

水
島
傳
兵
衞
さ
ん
（
86
歳
）

　

堤　
　

上
坂　

孝
三
さ
ん
（
76
歳
）

平　

等　

田
中　
　

豊
さ
ん
（
93
歳
）

三　

崎　

戸
田
惠
美
子
さ
ん
（
88
歳
）

編
集
後
記
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個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
と
…

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要
な
場
面
（
就
職
や
転
職
、
出
産
育
児
、
病
気
）

な
ど
多
く
の
場
面
で
個
人
番
号
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
通
知
カ
ー
ド
だ
け

だ
と
、
運
転
免
許
証
や
旅
券
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、一
枚
で
番
号
確
認
と
本
人
確
認
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
方
法
は
…

　

ご
自
宅
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
通
知
カ
ー
ド
の
下
に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電

子
証
明
書
発
行
申
請
書
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
知
カ
ー
ド
を
切
り
離
し
、
裏
面
に
顔
写
真
を

添
付
し
、
申
請
日
と
申
請
者
氏
名
を
自
署
し
、
印
鑑
を
捺
印
の
上
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用

の
封
筒
で
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
で
も
交
付
の
申
請

が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ご
自
宅
に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
」
が
届
き
ま
す
の
で
、
書
か
れ
て
い
る

本
人
確
認
書
類
と
通
知
カ
ー
ド
、「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
も
し
く
は
「
た
ん
な
ん
カ
ー
ド
」（
お

持
ち
の
人
の
み
）を
役
場
住
民
環
境
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
際
は
、
原
則
と
し
て
申
請
者
本
人
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
本
人
が
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
住
民
環
境
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り
窓
口

　

交
付
場
所　

住
民
環
境
課　

　

交
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

（
平
成
28
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
は
、
毎
週
火
曜
日
の
み
、
午
後
7
時
ま
で
受
け

取
り
可
能
で
す
。）

　

持
ち
物　

①
通
知
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　

②
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

　
　
　
　
　
　

③
本
人
確
認
書
類

④「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」も
し
く
は「
た
ん
な
ん
カ
ー
ド
」（
お
持
ち
の
人
の
み
）

　
　
　
　
　
　

⑤
印
鑑

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

▲表（みほん）

▲裏（みほん）

電子証明書が搭載されています。
　個人番号カードには、公的個人認証
サービスの電子証明書として、署名用
電子証明書に加え、新たに利用者証明
用電子証明書が搭載されることとなり
ます。
　署名用電子証明書は、電子文書を送
信する際などに文書が改ざんされてい
ないか確認をするための証明書です。
　一方、利用者証明用電子証明書は、
利用者本人であることを証明するため
の証明書で、今後、マイナポータル
（※）のログインや各種証明書の交付
を受ける場合インターネットを閲覧す
る際などで利用が想定されています。
　有効期限は発行の日から5回目の誕
生日までとなります。

※マイナポータル：パソコンやスマート
フォンからポータルサイトにアクセス
し、受給できる手当の情報など、自分
に合った情報を手軽に受け取れます。

▲表面 ▲裏面

通知カード
切り離す

個人番号カード交付申請書兼電子証明書発行申請書
顔写真を貼り付け、必要事項を記入・捺印し、同封の返信用封筒に入れてポストへ投函

平
成
28
年
1
月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ
ま
す

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
、
個
人
番
号
を
証
明
す
る
書
類
や
本
人
確
認
の
際
の
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
、
ま
た
、
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

で
す
。
交
付
手
数
料
は
、
当
面
の
間
、
初
回
の
取
得
に
限
り
無
料
で
す
。（
本
人
の
責
に
よ
る
再
発
行
の
場
合
を
除
く
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意

事
例

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
個
人
情
報

を
調
査
中
で
あ
る
」
と
言
っ
て
、
女
性
が
来
訪
し
、

資
産
や
保
険
の
状
況
な
ど
を
聞
か
れ
た
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
手
続
き
な
ど
で
国
や
自
治
体
の
職
員
が
家
族

構
成
、
資
産
、
保
険
の
状
況
な
ど
を
聞
く
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

・
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、
来
訪
の
申
出
が
あ
っ
て
も
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
て
も
無
視
し
、
万
が
一
金
銭
を
要
求
さ
れ
て
も
決
し

て
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
電
話
１
８
８
番
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
の
手
続
き
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
電
話
０
１
２
０‒

９
５‒

０
１
７
８
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
え
ち
ぜ
ん
12
月
号
22
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
、「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」

銅
賞
受
賞
者
の
作
品
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
本
人
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に

お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
ヶ
浦
小
学
校
5
年  

山
口  

夏
花
さ
ん

常
磐
小
学
校
6
年  

吉
田  

怜
生
さ
ん
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え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

1
月
1
日
～
1
月
31
日

発
行
／
越
前
町
役
場
　
  編
集
／
総
務
課

〒
916
‒0192　

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
13
－
5
－
1

TEL 0778
‒34
‒1234㈹

　
FA
X
 0778

‒34
‒1236

再生紙を使用しています

広
報
 え
ち
ぜ
ん
　

N
o.132

平
成
28年

1
月
1
日
発
行

越前町ウェブサイト　http : //www.town.echizen.fukui.jp/
過去の広報えちぜんは町ウェブサイトからご覧いただけます。
ＱＲコード対応の携帯電話で、右のＱＲコードを撮影すると、
簡単に町のウェブサイトにアクセスできます。

（携帯電話用） （スマートフォン用）

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1
元
　
旦

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

2

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

3

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

4
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

5
6
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

7
8
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

1歳
6か
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

9

10

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

11
成
人
の
日

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

12
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

13
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

14
15
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

16
第
41
回
水
仙
ま
つ
り

（
道
の
駅「
越
前
」）

17
第
41
回
水
仙
ま
つ
り

（
道
の
駅「
越
前
」）

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

18
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

19
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

子
ど
も
の
発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

20
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

21
22
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

23
心
を
い
や
す
相
談
会

9：
30
～
12
：
00

（
役
場
別
館
）

24
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5 【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

25
26
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

27
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

28
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

2歳
児
歯
科
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

29
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

30

第
41
回
水
仙
ま
つ
り

「
水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア
」

1月
16
日
㈯
・

17
㈰
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